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2020年度 第 1回町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト 

推進協議会（書面開催）の報告事項及び協議事項について 

  

 今回の協議会では、報告事項が４点、協議事項が４点です。 

各資料と以下の内容をご確認のうえ、ご不明な点やご意見等がありましたら、

「【別添 2】意見・質問提出シート」に記載の上、お知らせください。 

 

１【報告事項】 

（１）2019年度 町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト活動報告 

   昨年度の町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクトの活動報告になり

ます。 

 

（２）医療と介護の連携センター・2019年度実績について 

 医療・介護の連携についての専門職向け相談窓口「医療と介護の連携センター」

の 2019年度業務実績になります。 

なお、2020年４月以降は、新たに開設した「医療と介護の連携支援センター

（在宅医療・介護連携機能強化型地域包括支援センター）」が、業務を引き継ぎ、

医療・介護事業者等からの在宅医療・介護連携に関する相談受付・支援を行って

いきます。 

 

（３）町田市版グループ診療の報告について 

 2016年度より在宅医療検討部会で検討をすすめていた、町田市における主治

医・副主治医制の仕組み「グループ診療」について、そのモデルの内容と、実施

するにあたっての留意点、課題等を報告します。 

 

（４）町プロポータルサイトの運用について 

 前回の協議会にて町プロポータルサイトについてお諮りした際にいただいた

ご意見をもとに、お知らせページを設け、町プロポータルサイトを 2020年 4月

より運用開始しております。 

 お知らせページの掲載条件や流れについては、資料４のとおりになっており

ますので、ご覧ください。 

 

２【協議事項】 

（１）町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト協議会設置要項の改正に

ついて 

 「町田市特定施設連絡協議会」の名称変更に伴い、別表 町田・安心して暮ら
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せるまちづくりプロジェクト参画団体を、以下のとおり変更いたしました。 

＜変更前＞町田市特定施設連絡協議会  

↓  

＜変更後＞町田市有料老人ホーム連絡協議会 

 

（２）町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト実施方針（案）について 

 前回の協議会にて、実施方針（案）をお諮りし、ご意見を募集いたしました。 

その結果、実施方針の内容に関するご指摘はありませんでしたので、原案のと

おり決定したいと考えています。 

 なお、今後の町プロにおける具体的な取組について、複数の団体からご意見を

いただきました。頂いたご意見は、今後の活動の参考とさせていただきます。主

な内容は以下のとおりです。 

 

＜今後の町プロにおける具体的な取組みに関する各団体からのご意見＞ 

町田市ソーシャルワーカー連絡会 

●まちだ D サミットで提唱された「まちだアイ・ステートメント（※）」のよ

うに、高齢者が住みやすいまちづくりの目標を市民に分かりやすく提示して

はどうか。 

（※）「まちだアイ・ステートメント」とは、認知症である「私」やこれから認知症になりうる「私」に

とって、どんな地域であれば「認知症の人にやさしいまち」なのか、目指すべき地域のあり方を、認知

症の当事者と関係者が一緒に考えた活動指標（目標）です。取組の結果、認知症の人の状態や暮らしが

どのようになるのかといったアウトカムで表現されています。 

町田市高齢者福祉施設部会 

●町田市はこれまでに特養増設をはじめ特定施設、高齢者住宅等が増えたた

め、ご利用者は特養入所について以前のように何年も待機することが少なく

なり、逆に、待機者の減少で要介護 4・5の方の入所が早くなりました。一方、

在宅支援側からみますと、ご利用者が要介護 4・5になると、家族の介護力が

ある程度整っていないと、施設入所支援の方向が強まり、在宅利用者の重度化

等で医療ニーズが高まる前に入所が決まれば、ケアマネジャーの手が離れて

しまい、結果として主治医や医療機関との密な連携を実施する機会が少ない

のではないかと思います。これは一人当たりのケアマネジャーが担当する平

均要介護度が 2～3であることによります。 

特養・老健で、看取りケアを実施している施設は 7 割以上で年々多くなって

います。今後、在宅の重度ケアや、看取りケアが増えていくとすれば、施設の

看取りケア等のノウハウを共有していくことも有用になるのではないかと考

えます。 
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柔道整復師会町田支部 

●町プロ実施方針 2020～2022年度について、次回の実施方針には 2025年が

入ることから、工程表に書いてある各プロジェクトをスピード感を持って進

めていくのが大事だと思います。また、2025 年までにきめ細やかな対応が出

来ることも大事だと思います。例えば、今回の新型コロナに関して施設などの

状況（立ち入り禁止など）を情報共有できるようになると良いと思います。 

 

（３）2020年度多職種研修会について 

 2020年度の多職種連携研修会は、新型コロナウィルス感染拡大の影響により、

資料７のとおり、下半期に延期したいと思います。この日程は状況により変更す

る可能性がありますので、ご了承ください。 

 また、今後は年間テーマを定めて、共通テーマで専門職向け、市民向けと研修

会を開催していきたいと考えております。 

 なお、今回の新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、いくつかの団体から研修

会等のテーマに「感染症について」をというご意見が上がっておりますので、こ

ちらについても今後の町プロの取組に生かしていきたいと考えております。 

 

（４）町田市退院調整シートについて 

 2019年 7月から試行運用を行っている「町田市版退院調整シート」について、

医療機関及びケアマネジャーにアンケート調査を実施し、検証を行いました。つ

きましては、資料８にありますとおり、アンケート結果を踏まえて様式を若干変

更いたしました。今後は、この様式をもって本格的に運用を開始し、周知・広報

に力を入れていきたいと考えております。  

 


